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在来種による植栽又は木柵等

許可基準の植栽にかかる記載に対し、「在来種」を追加しました。

【背景】

平成30年４月の規則改正により、周辺の景観と調和するよう植栽や木柵等による修景（遮蔽）を許可基準に

追加し、許可制度を運用してきました。しかしながら、植栽樹種の選定において外来種による修景の計画が申

請されるなど、生態系配慮の面での対策が必要となりました。

【ポイント】

植栽にかかる記載（植栽、緩衝帯、緑地）に対し、「在来種」の表現を追加

（施行規則　第22条第２項、第22条第３項、第28条第２項、第28条第３項）

なお、樹種については、流域内でも地域によって植生が異なり、指定することでかえって周辺景観との調和

を妨げる可能性があるため、現行どおり運用上での例示とします。

対象行為：鉱物の堀採・土石の採取、土地の形状変更、建築物、工作物の新築、増築、改築又は移転、屋外

における物品の集積又は貯蔵

規制河川：四万十川本川及び主要５支川　　　　　　　

規制区域：回廊地区及び保全・活用地区

規制規模：施行規則第25条及び第29条による（変更無）



次に掲げる条件を満たしていること。

ア．行為地（その出入口を除く）の境界線の内側には、

周辺の土地利用を考慮し、在来種の中高木の樹木

による緩衝帯を配置すること。

イ．緩衝帯の面積（投影面積）が行為面積の20％以上

であること。



　行為地に、主要な眺望場所（四万十川本川又は本川沿

いの主要な国道若しくは県道）から見える裸地が生じる

場合は、その出入口を除き、既存の森林の残置、在来種

による高密度の植栽その他の方法による遮蔽措置を講ず

ること。

　ただし、切土にあってこれにより難い場合は、高さ

100ｍ程度ごとに法面の緑化を行うなど、長期にわたり

裸地が露出することを抑制すること。



　行為の完了後は、当該

行為地に原則として在来

種による緑地を配置する

こと。



　主要な眺望場所から見える行為地は、その出入口を

限定し、当該出入口以外の行為地の周囲は、在来種に

よる植栽又は木柵等により、遮蔽措置を講ずること。

この場合において、集積し、又は貯蔵する土石、廃棄

物又は物品の荷重が直接木柵等にかかる構造である場

合は、当該荷重に対して構造耐力上安全であること。

　行為地が、主要な眺望場所から見えるものにあって

は、行為地の出入口を限定し、当該出入口以外の行為

地の周囲は、周辺景観と調和するよう在来種による植

栽又は木柵等により、遮蔽措置を講ずること。


